
 

 
 

 

天文学講座 

 昨年に引き続き、全学年を対象に天文学講座が 

行われました。人類を再び月へ人を送る「アルテ 

ミス計画」や「疑似宇宙旅行」など、興味深い話 

や映像を見ながら宇宙について学ぶことができま 

した。３年生では理科の単元で学習をしていたこ 

ともあり、昨年とは違った視点で考えることがで 

き、充実した時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒感想文より】 

・月の女神「アルテミス」のアルテミス計画の中で２０２４年に有人で月を周回し、 

２０２５年以降は月面着陸、ゲートウェイを設置して火星へ行く計画を知ったとき 

は、本当に計画が成功したら凄いだろうと思った。疑似宇宙旅行では、本当に広い 

と思ったし、さすがに宇宙人のいる星は５個以上あるだろうなと考えた。 

・質問コーナーの中で地球温暖化の話になり「地球温暖化を止めることはできる」と 

おっしゃっていて、自分もできることを考えて行動したいと思いました。 

・星が生まれる場所にはガスがあることやブラックホールの引力によって形が変わる 

こと。そして、いつかは無くなってしまうことなどたくさんのことを知ることがで 

きました。星の話の中でも一番印象に残っているのは「カノープス」という星につ 

いてです。見ると長生きができるという話が面白いと思いました。 

・理科の授業で太陽系の学習をしたとき、土星に面白さを感じていました。講演の中 

 で土星の輪の厚さが１０ｍと知り、とても驚きました。 

ラストスパート 

 ２月に入り、都立一般入試まで３週間を切りました。家庭学習にも力が入っている

ことでしょう。先週号の通信で体調管理の徹底と入試直前の学習について触れました

が、今後の学習で次のことを意識してほしいと思います。それは基礎問題の正答率を

上げることです。試験において難しい問題を解けるようになることも大事かもしれま

せんが、それよりも基礎問題の正答率を上げることが実は重要です。人間はミスをし

ます。いかに注意力を上げても思いもよらないミスが起きてしまうのが普通の人です。

これを回避するには訓練が必要です。勉強における訓練は「演習」つまり実際に問題

を解いたり、漢字や単語のスペルを練習するということです。地道な「演習」を通し

て、その行為が当たり前になるまで訓練することが重要です。受験勉強の中に必ず簡

単な計算問題を解く、漢字の書き取りをする、英語の単語書き取りをするという時間

を設けてみてください。基礎問題の正答率を上げることにつながっていくはずです。 

お知らせ 

①都立入試に向け、インターネット出願のクレジット決済の確認、調査書およびスコ 

アレポートの郵送が終了しました。１６日（木）より受験票のダウンロードができ 

るようになります。一中では１７日（金）の総合の時間を使って、学校にてダウン 

ロードを一斉に行います。 

②２月２２日（水）は４月当初の予定では都立入試２日目（面接試験）のため、給食 

を止めていましたが、今年度も２日目の面接試験が行われないため、通常授業（６ 

時間）といたします。それに伴い、給食も準備していただけることになりましたの 

でよろしくお願いします。 

来週の時間割 
 ６（月） ７（火） ８（水） ９日（木） １０（金） 

A B A B A B A B A B 

１校時 英語 英語 道徳 社会 国語 

２校時 社会 技術 家庭 社会 理科 美術 

３校時 体育 理科 体育 英語 数学 

４校時 数学 数学 英語 数学 社会 

５校時 理科 社会 数学 体育 理科 

６校時 国語 体育  道徳 英語 

※８日（水）校内会議のため、５校時終了後に下校となります。 
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